
大学広報誌
１００号記念

1964（昭和39）年に「純心短大
ニュース」として創刊された広
報誌。今回100号を迎えます。

創
設
期
の
頃
を

振
り
返
っ
て

元
学
生
部
長

人
間
文
化
研
究
科

元
教
授

山
口

康
子

１
９
６
４
年
５
月
３０
日
付「
純

心
短
大
ニ
ュ
ー
ス
」
創
刊
号
は
、

Ｂ
４
判
１
枚
、
ガ
リ
版
片
面
刷

り
。
取
材
・
編
集
・
校
正
・
印

刷
の
す
べ
て
が
短
大
文
化
部
の

学
生
た
ち
に
よ
る
手
作
り
の
新

聞
で
す
。
ロ
ー
マ
教
皇
庁
公
使

の
学
園
訪
問
や
故
江
角
ヤ
ス
学

長
先
生
の
長
崎
新
聞
文
化
章
受

章
の
慶
事
が
報
じ
ら
れ
、
臨
地

研
究
や
集
中
講
義
の
内
容
紹
介

な
ど
、さ
さ
や
か
な
が
ら
も「
大

学
新
聞
」
と
し
て
十
分
に
誇
れ

る
も
の
で
す
。

紙
面
を
眺
め
て
い
る
と
、
当

時
の
短
大
生
た
ち
の
熱
気
溢
れ

る
活
動
の
様
子
が
甦
り
、
一
人

一
人
の
姿
や
声
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。
当
時
短
大
は
、

保
育
科
１
ク
ラ
ス
、社
会
科
Ａ
・

Ｂ
２
ク
ラ
ス
の
小
規
模
校
で
独

立
し
た
学
舎
も
な
く
、文
教
キ
ャ

ン
パ
ス
の
本
館
２
階
に
、
中
高

と
同
居
し
て
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
熱
意
に
押
さ
れ

新
聞
発
行
を
教
授
会
に
提
案
し

た
時
の
、「
学
生
に
任
せ
て
大

丈
夫
な
の
⁈
」
と
い
う
危
惧
に

満
ち
た
雰
囲
気
も
如
実
に
思
い

出
し
ま
す
。

以
来
５３
年
、「
純
心
短
大
ニ

ュ
ー
ス
」
は
「
長
崎
純
心
大
学

広
報
誌
」
と
し
て
継
承
さ
れ
、

大
学
の
発
展
と
共
に
大
き
く
成

長
し
、
通
算
百
号
を
数
え
ま
す
。

誠
に
喜
ば
し
い
事
で
す
。「
発

刊
に
寄
せ
て
」
励
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
い
た
故
片
岡
弥
吉
先
生

の
ご
期
待
ど
お
り
の
発
展
で
、

嬉
し
い
限
り
で
す
。

何
よ
り
私
が
誇
ら
し
く
思
う

の
は
、
卒
業
生
た
ち
が
、
在
学

中
は
何
か
と
反
撥
し
て
い
た
校

訓
「
い
や
な
こ
と
は
私
が

よ

ろ
こ
ん
で
」
の
精
神
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置

か
れ
た
場
所
で
周
り
を
照
ら
す

よ�

い�

働
き
を
し
て
い
る
事
で
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
は
今
後

も
引
き
継
が
れ
、
純
心
卒
業
生

が
久
遠
の
炬
火
を
掲
げ
続
け
て

く
れ
る
事
を
信
じ
ま
す
。

「
純
心
短
大
ニ
ュ
ー
ス
」

か
ら
「
純
心
大
学
ニ
ュ
ー

ス
」
へ

前
広
報
委
員
長

比
較
文
化
学
科

教
授

長
野

秀
樹

「
純
心
大
学
ニ
ュ
ー
ス
」
と

改
題
さ
れ
て
初
め
て
の
号
（
平

成
７
年
７
月
発
行
、
通
巻
で
は

７９
号
）
の
表
紙
に
は
、
当
時
の

片
岡
千
鶴
子
学
長
の
巻
頭
言
と

と
も
に
、
浦
上
天
主
堂
で
講
演

（
５
月
２１
日
）
を
す
る
大
江
健

三
郎
氏
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
７
年
は
被
爆
５０

年
に
あ
た
り
、
同
時
に
学
園
創

立
６０
年
、
短
大
創
立
４５
年
、
純

心
大
学
も
開
設
１
年
を
経
過
す

る
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
し

た
。
大
江
氏
の
講
演
会
に
は
御

子
息
光
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

併
催
さ
れ
、
前
日
に
歓
迎
会
が

行
わ
れ
た
本
学
体
育
館
で
の
大

江
御
夫
妻
、
光
さ
ん
の
様
子
を

撮
影
し
た
写
真
も
最
終
面
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
江
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

を
受
賞
す
る
の
が
、
前
年
１２
月

の
こ
と
。
多
忙
を
極
め
ら
れ
る

中
で
の
講
演
会
で
し
た
が
、
そ

の
記
録
は
「
大
江
健
三
郎
記
念

講
演

信
仰
す
る
人
た
ち
も
そ

う
で
な
い
私
ら
も
」（「
平
和
を

考
え
る
被
爆
５０
年
」
実
行
委
員

会
発
行
）
と
し
て
、
本
学
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ

イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
大
江

氏
自
身
は
信
仰
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
被
爆
か
ら
復
興
ま
で

の
純
心
女
子
学
園
と
江
角
ヤ
ス

初
代
学
園
長
の
歩
み
に
深
い
共

感
を
示
さ
れ
た
講
演
で
し
た
。

ち
な
み
に
「
ニ
ュ
ー
ス
」
の
タ

イ
ト
ル
に
「
長
崎
」
が
な
い
の

は
「
長
崎
純
心
大
学
」
と
「
純

心
女
子
短
大
」
の
二
つ
が
合
わ

さ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
も
の
。

題
字
の
色
は
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

の
ブ
ル
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。

発行
文化部
新聞部

広報委員会

広報委員会

広報委員会

広報委員会

純心女子短期大学
純心女子短期大学
長崎純心大学
純心女子短期大学
長崎純心大学
長崎純心大学短期大学部
長崎純心大学

長崎純心大学

誌名
純心短大ニュース

〃

純心大学ニュース

〃

〃
JUNSHIN NEWS
長崎純心大学広報誌

発行年
1964（昭和39）
1966（昭和41）

1995（平成7）

2000（平成12）

2007（平成19）

2015（平成27）

号数
1～
12～

79～

83～

89～

97～

純心短大ニュース 第1号 昭和39(1964)年発行

（
右
）
山
口
先
生

（
左
）
長
野
先
生

社会で活躍する純心生/大学広報誌100号記念
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